
令和６年度救急搬送サーベイランスシステムの更新について（案）

１システムの現状
〇 現在使用している「サーバＯＳ」は、フリーの企業等のサーバ構築を主目的としたＯＳであるが、
現在のバージョンのサービスが令和６年６月３０日で終了し、バージョンアップが行われない。
（バージョンアップが行われない場合、システムの不具合対策が実施されないため、情報セキュリティ

上、問題がある。）

〇 本システムは、システム構築から１０年以上経過しており、システム構成自体も古く使用している
プログラムをバージョンアップした場合、関連する周辺ツール（HTML,JavaScript等）も更新が必要

２現行システムからの変更点
新しいＯＳにあわせたシステム更新（作り直し）が必要

〇 現在使用していない機能のうち、以下３点を機能として廃止予定
① メール設定機能

異常探知情報をメールにより設定し、受信することが可能だが、実際の運用としては、健安研にて
日々異常探知を確認する運用となっていることから、本機能を廃止する。

② データ公開メール送信機能
日次処理が終了した際に、「正常に処理が完了」したかあるいは「異常終了」したかを管理者宛に

メールで送信する機能となるが、健安研で管理しているファイアウォール等セキュリティシステムの更
新後に配信されなくなった。
現在は、システム委託会社にて日々更新が終了したかを手動で確認していることから、本機能を廃止

する。
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③ 地図情報表示
「地図表示（初期表示）」画面の表示例

〇現在、ログインした際の初期表示として、どの地域で異常集積探知が発生しているということが地図の色
で見てわかるようになっているが、実際の運用として「異常探知状況一覧表」にて、実際の症状等を確認し
ていることから、地図表示機能は廃止し、更新後の初期表示ページを「異常探知状況一覧表」を表示させる。

「異常探知状況一覧」（画面イメージ）
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〇令和７年２月に予定リースＰＣの切り替えにあわせてシステムの更新手続を実施
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※本システムの更新にあたっては、財政当局の査定により、今後変動する可能性あり。


